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１
月
25
日
、
南
消
防
署（

署

長＝

板
橋
匡
さ
ん）
は
、
署

長
室
に
お
い
て
、
石
川
金
属

機
工
株
式
会
社
代
表
取
締

役
＆
川
口
新
郷
工
業
団
地
協

同
組
合
理
事
長
の
石
川
義
明

さ
ん
の
社
員
、
三
木
一
治
課

長（

45）

、
白
川
大
貴
課
長

（

37）

、
鯉
沼
竜
係
長（

32）

に

感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
っ

た
。

火
災
は
昨
年
12
月
に
川
口

市
江
戸
袋
の
運
送
会
社
３
階

建
て
の
１
階
か
ら
出
火
、
隣

が
石
川
金
属
機
工
の
工
場
で
、

３
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
社
よ

り
粉
末
消
火
器
を
持
参
し
て

初期消火で大火を防ぐ

石川金属機工の３人に感謝状

TEL 048-287-6080

初
期
消
火
を
実
施
、
迅
速
な

行
動
及
び
的
確
な
対
応
で
大

火
に
至
ら
な
か
っ
た
。

署
長
は
、「

皆
さ
ん
の
勇
敢

な
行
動
が
な
け
れ
ば
大
火
災

に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
消

火
器
の
利
用
な
ど
有
効
な
初

期
消
火
に
感
謝
し
ま
す」

と
。

三
木
さ
ん
は「

当
た
り
前

の
こ
と
を
し
た
ま
で
で
す」

と
。
白
川
さ
ん
は「

無
我
夢

中
で
し
た」

と
。
鯉
沼
さ
ん

は「

感
謝
状
を
頂
き
大
変
光

栄
で
す」

と
。

石
川
社
長
は「

大
人
に
な

っ

て
表
彰
さ
れ
と
て
も
考
え

深
い
と
思
う
。
迅
速
に
体
が

動
い
た
事
は
我
社
の
誇
り
で

す」

と
。
　
　

冨
澤
良
夫
新
郷
分
署
長
は

「

平
素
か
ら
の
社
員
教
育
と
、

左から石川義明さん、三木さん、白川さん、鯉沼さん、板橋さん。

合
同
賀
詞
交
歓
会

工
業
団
地
の
共
助
・
地
域
愛

が
醸
成
さ
れ
た
も
の
と
心
強

く
感
じ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た」

と
。

川
口
緑
化
産
業
団
体
連
合

会（

会
長＝

長
瀬
昭
次
さ
ん）

と
、
川
口
市
農
業
青
年
会
議

所（

理
事
長＝

石
塚
直
幸
さ

ん）

の
、
合
同
新
春
賀
詞
交

歓
会
が
、
１
月
10
日
川
口
緑

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

奥
ノ
木
信
夫
市
長
、
国
会

議
員
、
県
議
・
市
議
な
ど
大

勢
が
参
加
し
た
。

長
瀬
会
長
、
石
塚
理
事
長

の
挨
拶
に
続
き
、
奥
ノ
木
信

夫
市
長
、
新
藤
義
孝
衆
議
院

議
員
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

最
後
に
抽
選
会
で
盛
り
上

が
り
終
了
。

新
郷
工
業
団
地
協
同
組
合

盛
大
に
新
春
祝
賀
会

石
川
理
事
長
は「

今
年

は
、
先
人
た
ち
の
知
恵
と
工

夫
で
、
創
立
50
年
を
迎
え
る

記
念
す
べ
き
節
目
の
年
、
も

の
づ
く
り
の
工
業
団
地
と
し

て
、
歴
史
を
積
み
重
ね
て
参

り
た
い
。
３
月
に
は
組
合
創

立
50
周
年
を
迎
え
、
記
念
し

て
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト「

炎」（

写

真）

除
幕
式
を
予
定
し
て
い

ま
す
。ま

た
、
共
同
受
配
電
事
業

に
お
い
て
、
東
京
電
力
か
ら

川
口
新
郷
工
業
団
地
協
同

組
合（

理
事
長＝

石
川
義
明

さ
ん）

は
、
１
月
18
日
、
新
春

祝
賀
会
を
新
工
会
館
２
階
ホ

ー
ル
で
開
催
し
た
。

前
総
務
大
臣
新
藤
義
孝
衆

議
院
議
員
、
奥
ノ
木
信
夫
川

口
市
長
、
板
橋
智
之
県
議
、

市
議
＆
連
合
町
会
長
＆
江
戸

袋
町
会
長
の
前
原
博
孝
さ
ん
、

飯
塚
孝
行
市
議
、
は
じ
め
各

協
同
組
合
理
事
長
、
組
合
関

係
者
等
100
人
余
り
が
出
席
し

た
。

ą真前ȅ左から、新藤義孝ࠈ議؉議員、अノ܆信夫市ԉ、宇ԇ川好秀市議、飯塚孝行

市議。後ȅ左から野口宏明市議、܆本かよ市議、板橋智之県議、石塚さん。

中
部
電
力
に
需
給
先
を
切
り

替
え
、
電
力
料
金
負
担
の
軽

減
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た」

等
と
述
べ
ら
れ
た
。

恒
例
の
長
寿
祝
い「

喜

寿」

表
彰
は
、
有
限
会
社
河

原
場
工
業
の
河
原
場
博
さ
ん
。

有
限
会
社
イ
ズ
ミ
化
成
の
樋

口
矩
男
さ
ん
。

写
真
左
か
ら
新
藤
義
孝
衆

議
院
議
員
秘
書
の
菊
地
博
さ

ん
、
山
﨑
一
夫
さ
ん
、
前
原

博
孝
さ
ん
、
森
恵
介
さ
ん
、

石
川
さ
ん
、
板
橋
智
之
さ
ん
、

飯
塚
孝
行
さ
ん
。

２
０
１
７
年
５
月
に
組
合

創
立
50
周
年
記
念
モ
ニ
ュ

メ

ン
ト
の
鋳
造
を
行
い
、
１
年

を
超
え
る
養
生
を
経
て
設
置

し
ま
し
た
。

今
後
、
川
口
市
の
協
力
に

よ
り
周
囲
の
歩
道
や
設
置
場

所
の
改
修
整
備
を
行
い
、
２

０
１
９
年
３
月
22
日
に
、
組

合
創
立
50
周
年
記
念
行
事
の

幕
開
け
と
な
る
除
幕
式
を
行

い
ま
す
。

新
郷
工
業
団
地
協
同
組
合

「
Shinkoh

News」

か
ら
。

炎
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武
南
交
通
安
全
協
会

平
成
31
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「

電
話
番
号
が
変
わ
っ
た」

川
口
市
防
犯
協
会

拉
致
問
題
を
考
え
る
集
い

新郷地区長寿クラブ連合会（会長＝石井克郎さん）は2月2日“ありがとう 心をつなぐ　魔
法のことば”をキャッチフレーズに「新春初笑い大会」を新郷公民館ホールで開催した。
奥ノ木信夫市長や地元市議、瀬戸信行新郷支所長、前原博孝連合町会長はじめ各町会長等大

勢が激励された。恒例の各クラブの演芸大会、福引抽選会に楽しいひと時を共有した。
写真左から、那須さん、飯塚市議、幡野市議、奥ノ木市長、石井会長、前原市議。

長野県人川口新郷会（会長＝西澤聖人さん）は2月3日、赤井町会会館で新年会を行った。
節分の日で皆で豆まきをして邪気を払いスタートした。
西澤会長挨拶、昨年度一泊旅行報告を柳久信さん、そして井出千代子さんの乾杯で和やかに

会食。参加者 26名はビンゴ大会、カラオケ大会で楽しひと時を共有した。

長野県人会新年会

江戸袋町会の長寿会（会長＝奥倉和夫さん）は、毎月第2土曜日に町会会館でお楽しみ会を
行い親睦を図っている。
1月は会費制で、「ミュージックホール・ほんざき」（代表＝中村文子さん）で、前原博孝市

議＆連合町会長＆江戸袋町会長を迎え新年会を行った。参加者 40名の会員が、カラオケをした
り、初笑い大会の出し物「高校 3年生」を全員で練習して楽しい時間を共有した。

江戸袋長寿会新年会

１
月
12
日
、
川
口
市
と
、
拉
致
問
題
を
考
え
る
川
口
の
会

（

代
表＝

前
原
博
孝
さ
ん）

は
、「

拉
致
問
題
を
考
え
る
川
口
の

集
い」

を
、
川
口
駅
前「
フ
レ
ン
デ
ィ
ア」

で
開
催
し
た
。

奥
ノ
木
信
夫
市
長
は
開
会
挨
拶
で「

拉
致
問
題
の
無
関
心
が

一
番
い
け
な
い
こ
と
、
皆
さ
ん
が
関
心
を
持
つ
こ
と
が
最
大
の

圧
力」

と
訴
え
被
害
者
支
援
を
誓
っ
た
。

講
演
１
部
は
、
特
定
失
踪
者
問
題
調
査
会
代
表
の
荒
木
和
博

さ
ん
が「

な
ぜ
川
口
で
拉
致
が
行
わ
れ
た
の
か」

。

２
部
は
、
川
口
出
身
の
拉
致
被
害
者
田
口
八
重
子
さ
ん
の
兄

で
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
者
家
族
連
絡
会
の
飯
塚
繁
雄
代
表

と
、
八
重
子
さ
ん
の
長
男
飯
塚
耕
一
郎
さ
ん
が
支
援
を
訴
え
た
。

閉
会
は
前
原
代
表
が「

川
口
で
声
を
上
げ
、
活
動
す
る
こ
と

が
北
朝
鮮
へ
伝
わ
る
道
。
ど
う
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
ご

協
力
く
だ
さ
い」

と
。

１
月
23
日
、
東
本
郷
商
店
会（

会
長＝

高
橋
克
彰

さ
ん）

は
、「

そ
う
ま
す
レ
ス
ト
ホ
ー
ル」

で
定
期

総
会
後
、
新
年
祝
賀
会
を
開
催
し
た
。

板
橋
智
之
県
議
、
飯
塚
孝
行
市
議
や
中
山
久
仁

夫
本
蓮
町
会
長
等
が
激
励
に
訪
れ
た
。

写
真
左
か
ら
、
中
山
さ
ん
、
高
橋
さ
ん
、
板
橋

さ
ん
、
飯
塚
さ
ん
。

東
本
郷
商
店
会
新
年
会

赤井の原島工務店社長の原島潔さんが、先月号に続き今度は群馬県警察本部刑事部長の、前原
哲也さんより感謝状が贈られた。
1月23日、警部の津久井孝治さん、警部補の阿部桂介さん・城田雅也さん、中山雄司さんが

訪問し贈呈した。

原島さんに更なる感謝状

奥ノ木信夫市長と前原博孝市議

前原市議を囲んで新年会

２
月
11
日
、
自
由
民
主
党
川
口
支
部（

支
部
長＝

新

藤
義
孝
さ
ん）

は
、
リ
リ
ア
に
於
い
て
同
支
部
大
会
を

開
催
し
た
。

４
月
の
統
一
地
方
選
挙
に
、
県
議
公
認
候
補
３
人
、

公
認
・
推
薦
を
含
め
市
議
候
補
23
人
は
全
員
当
選
を
目

指
そ
う
と
党
員
一
致
結
束
し
た
。

写
真
左
か
ら
、
野
口
宏
明
市
議
、
前
原
博
孝
市
議
、

板
橋
智
之
県
議
、
杉
本
か
よ
市
議
。

自民党川口支部大会

新堀の有志で集う、やない倶楽部（会長＝後藤半三さん）は、2月10日安楽亭焼肉店で新年会
を行った。最初に会員だった小川利夫さんの冥福を祈り黙祷した。前原博孝市議を囲んで楽しい
ひと時を過ごした。写真前列右から3番目前原市議、左隣後藤会長と会員のみなさん。

新春初笑い大会に奥ノ木市長も



武
南
警
察
署
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危
険
だ
よ
　
ス
マ
ホ
に
夢
中
の

そ
こ
の
君

☎

と
い
う
電
話
は
詐
欺

武
南
警
察
署

峯ヶ岡八幡神社（神職＝宮本洋平さん・総代長＝関長左衛門さん）は、福を願って豆まきを行った。日曜日と
あって境内一杯の老若男女。一堂に会し拝礼後、太鼓の合図で、年男の山﨑裕司さん（写真前列左中央）が先頭
を切り、板橋智之県議、前原博孝市議、飯塚孝行市議、山田泰一峯町会長、大勢の関係者が豆まきを行った。　　　
撒かれる沢山の品々を、両手をあげキャッチしたり、拾い集めたりして福を戴いていた。

東本郷氷川神社（総代長＝松本正則さん）では、板橋智之県議、飯塚孝行市
議、神社所縁の各町会長や来賓、年男の飯塚孝長くん、中山久仁夫さん、関口直
樹さん、年女の押田晶子さん、高橋真理子さん、関根裕子さんと、役員等大勢が
豆まきを行った。写真中央、宮本洋平神職を囲んで記念撮影。

歯
科
医
の
風

冬
の
季
節
は
、
風
邪
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
必
ず
流
行

し
ま
す
が
、
か
か
る
人
と
か

か
ら
な
い
人
が
い
ま
す
。

こ
れ
は
人
の
体
の
中
に
は

免
疫
シ
ス
テ
ム
が
備
わ
っ

て

い
て
、
ウ
ィ

ル
ス
や
ば
い
菌

の
侵
入
を
防
い
で
い
る
こ
と

に
関
係
が
あ
り
ま
す
。

免
疫
力
を
つ
け
る
に
は
、
適

度
な
運
動
、
ぐ
っ

す
り
眠
る
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
、
笑
い
の
あ

る
生
活
な
ど
の
生
活
習
慣
を

見
直
す
こ
と
で
、
改
善
で
き

ま
す
。そ

の
他
、
入
っ
て
く
る
ウ

ィ

ル
ス
を
少
な
く
す
る
こ
と

も
病
気
に
か
か
ら
な
い
方
法

で
、
う
が
い
、
手
洗
い
が
そ

の
方
法
で
す
。

一
方
、
最
近
注
目
さ
れ
る

の
は
、
歯
磨
き
予
防
法
で
す
。

大
抵
の
人
は
３
度
の
食
事
の

後
、
歯
磨
き
を
し
て
い
ま
す

が
、
ど
ん
な
に
上
手
に
磨
い

て
も
、
歯
と
歯
の
隙
間
や
歯

茎
の
中
に
は
磨
き
残
し
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
お
口
の
中
に

住
ん
で
い
る
バ
イ
菌
は
、
磨

き
残
し
の
部
分
か
ら
猛
烈
な

勢
い
で
繁
殖
し
、
し
ば
ら
く

す
る
と
歯
磨
き
す
る
前
と
同

じ
く
ら
い
に
仲
間
を
増
や
し

ま
す
。
増
え
た
バ
イ
菌
は
、

唾
液
と
共
に
飲
み
込
ま
れ
る

か
、
歯
茎
の
血
管
を
通
し
て

体
の
中
に
入
っ
て
い
く
為
、
多

量
の
免
疫
細
胞
が
使
わ
れ
て

し
ま
い
、
免
疫
力
が
低
下
し

病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

特
に
朝
起
き
た
時
に
は
、
何

時
間
も
お
口
の
中
は
放
っ

て

お
か
れ
、
病
原
菌
で
い
っ

ぱ

い
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
朝

い
ち
の
歯
磨
き
は
、
と
て
も

有
効
で
す
。

歯
磨
き
を
し
て
お
口
の
中

を
清
潔
に
し
、
免
疫
力
を
上

げ
る
こ
と
で
病
気
に
な
り
に

く
い
身
体
づ
く
り
を
し
ま
し

ょ
う
！

岩
下
歯
科
医
院（

榛
松）

院
長
　
岩
下
　
一
三

峯ヶ岡八幡神社と東本郷氷川神社で節分祭

１
月
27
日
、
飯
塚
孝
行
市
議
と
行
く
成
田
山
新
勝

寺
初
詣
が
開
催
さ
れ
た
。

大
型
バ
ス
５
台
、
２
０
０
人
が
参
拝
、
必
勝
祈
願
を

行
っ
た
。

光
輪
閣
に
て
精
進
料
理
を
食
し
た
り
、
千
葉
県
立

「

房
総
の
む
ら」

自
由
見
学
し
て
親
睦
を
図
っ
た
。

写
真
は
成
田
山
正
門
前
に
て
、
前
列
左
か
ら
関
根

和
夫
赤
井
町
会
長
、
飯
塚
市
議
、
吉
田
俊
行
さ
ん
、

鈴
木
歳
男
さ
ん
、
平
林
栄
子
さ
ん
。

飯塚市議と行く成田山

1月 13日、新郷地区交通安全協会（代表＝中山久仁夫さん）は、演歌歌手の
姫野よし子さんを迎え草加健康センターで新年会を行い親睦を図った。
写真左から林哲也事務局長、板橋智之県議、前原博孝市議、姫野さん、中山
さん、佐藤征己会長。

新
郷
地
区
交
通
安
全
指
導
員
新
年
会

赤
井
の
原
島
潔
さ
ん
は
、
１
月
16
日
、

後
楽
園
近
く
の
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に

於
い
て
、
第
59
回
交
通
安
全
国
民
運
動
中

央
大
会
で
、
武
南
地
区
安
全
運
転
管
理
者

協
会
埼
玉
県
代
表
で
表
彰
さ
れ
た
。

ま
た
、
１
月
29
日
に
は
、
東
京
駅
サ

ピ
ア
タ
ワ
ー
に
お
い
て
、
埼
玉
県
人
会
新

年
賀
詞
交
換
会
の
席
で
、
第
11
回「

埼
玉

県
人
会
善
行
賞」
個
人
の
部
で
受
賞
さ
れ

た
。
県
下
で
１
名
の
受
賞
で
あ
っ
た
。

原
島
さ
ん
は
、
40
年
以
上
に
わ
た
り

警
察
活
動
へ
の
協
力
、
保
護
司
、
永
年
に

わ
た
り「

小
さ
な
親
切」

運
動
等
、
地
域

へ
の
貢
献
を
し
て
い
る
。

写
真
は
、
埼
玉
県
人
会
会
場
で
、
左

か
ら
、
推
薦
者
の
星
野
和
央
さ
ん
、
上
田

清
司
埼
玉
県
知
事
、
原
島
さ
ん
。

１
月

24
日
、「

小
さ
な
親
切」

運

動
川
口
支
部（

代
表＝

原
島
潔
さ

ん）

は
、
赤
井
の
サ
ン
テ
ピ
ア（

常

務
理
事＝

小
川
勇
太
郎
さ
ん
・
事
務

局
長＝

大
道
寺
覚
さ
ん）

に
恒
例
の

車
い
す
を
寄
贈
し
た
。

写
真
左
か
ら
大
道
寺
さ
ん
、

照
山
悦
子
さ
ん
、
原
島
さ
ん
、

板
橋
智
之
県
議
、
清
水
力
男

さ
ん
、
小
川
さ
ん
。

車
イ
ス
を

サ
ン
テ
ピ
ア
へ

原島さんに「善行賞」



平成３１年１月末交通事故状況

県　 内　 　 　 　 　 武南警察署管内

人身事故 1,624 件（-117）    　 ４３件（-６）

死者数   　 14 名（-3）       　   １名（+１）

負傷者　 1,960 名（-186）   　  ４９名（-５）

物損事故 11,907 件（-1,179）   ３５０件（-８５）

平Ȇ31 年131܆ 日 交通事Ԇ日ࠅ（カッコは前年対比）

２０１９年（平Ȇ３１年）２２０܆日（水曜日）　（４）第２８４号 新　 郷　 新　 聞

今
年
も
、
ス
ギ
花
粉
が
大
量
に

飛
散
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

毎
年
、
ス
ギ
花
粉
症
に
悩
ま
さ
れ

て
い
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

根
治
療
法
と
し
て
注
目
を
集
め

る
ア
レ
ル
ゲ
ン
免
疫
療
法
の

一
つ
と
し
て
舌
下
免
疫
療
法

が
あ
り
ま
す
。
既
存
の
抗
ア
レ
ル

ギ
ー
薬
の
服
用
で
は
、
効
果
が
上

が
ら
ず
、
ど
れ
も
我
慢
で
き
な
い

方
に
は
、
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
確
認
し
て
挑
戦
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

２
０
１
８
年
６
月
末
に
錠
剤
タ

イ
プ
の「

シ
ダ
キ
ュ

ア」

が
発
売

さ
れ
ま
し
た
。
日
本
医
科
大
学
耳

鼻
咽
喉
科
学
講
座
主
任
教
授
の
大

久
保
裕
氏
は
、「

効
果
が
出
る
の

が
早
く
、
小
児
に
も
使
え
る
上
、

保
管
も
容
易
。
今
後
、
ス
ギ
花
粉

症
の
舌
下
免
疫
療
法
の
主
役
は
、

新
薬
の『

シ
ダ
キ
ュ

ア』

に
置
き

換
わ
る
だ
ろ
う
。」

と
言
っ

て
い

ま
す
。

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（257）

今
月
の
新
郷
句
楽
部

枯
Ԉ
の
引
く
に
か
ら
ま
る
力
あ
り

܆
本
郷
　
豊
後
ć
子

手
土
ԇ
は
ろ
う
ࠆ
一
枝
̅
後
の
お
̈
　
　
赤
井
　
　
अ
井
幸
子

日
脚
伸
び
座
Ԇ
の
広
さ
अ
と
な
り

अ
竹
　
　
井
上
܉
子

初
詣
叶
わ
ぬ
ࠉ
い
星
の
Ԇ
　
　
　
　
　
　
峯
　
　
山
ԇ
ࠆ
山
子

初
詣
神
の
存
܅
た
し
か
め
に

本
蓮
　
太
ԇ
垣
登
志
乃

此
の
年
も
家
ą
安
ą
初
詣
　
　
　
　
　
　
前
野
宿
　
森
ԇ
米
子

  
 

デ
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
、「

シ
ダ

キ
ュ

ア」

使
用
は
、
ス
ギ
花
粉
の

飛
散
が
終
わ
っ
て
か
ら
服
用
が
始

ま
り
、
治
療
期
間
が
３
年
か
ら
４

年
の
服
用
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
。
治
療
継
続
年
数
が
長
期
に
わ

た
る
に
も
関
わ
ら
ず
患
者
の

満
足
度
は
高
く
60
％
以
上
の

方
が
効
果
を
実
感
し
て
い
る

と
の
報
告
で
す
。
処
方
で
き
る
医

師
は
、
特
定
の
講
習
を
受
け
て
い

る
医
師
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
薬
剤
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
　
久
仁
夫

ス
ギ
花
粉
症
治
療
薬

寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
風

邪
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

大
丈
夫
で
す
か
？

編
集
子（

雑
誌
や
新
聞
な

ど
の
編
集
者
が
用
い
る
ペ
ン

ネ
ー
ム）

も
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
で
５
日
間
、
寝
込
み
ま

し
た
。
具
合
が
悪
い
時
は
睡

眠
が
い
い
と
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
花
粉

症
の
方
に
は
辛
い
時
期
で
す
。

ご
自
愛
申
し
上
げ
ま
す
。
　

来
月
号
は
３
月
20
日（

水）

発
行
で
す
。

本
蓮
町
会

新
春
交
礼
会

本
蓮
町
会（

町
会
長＝
中

山
久
仁
夫
さ
ん）

は
１
月
19

日
、
同
町
会
会
館
で
新
春
交

礼
会
を
開
催
し
た
。

今
年
は
記
念
演
踊
で
、
松

本
洋
子
さ
ん
に
よ
る
、
獅
子

舞
・
安
来
節（

ド
ジ
ョ

ウ
掬

い）

・
南
京
玉
す
だ
れ
が
披
露

さ
れ
た
。

☎ 

本
蓮
町
会（

町
会
長＝

中

山
久
仁
夫
さ
ん）

は
、
１
月

26
日
と
27
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
同
町
会
会
館
で
、
子

供
会（

会
長＝
鈴
木
道
夫
さ

ん）

主
催
の「

書
初
め
展」

と

文
化
厚
生
部（

部
長＝
浮
須

東
中
学
校
で
ふ
れ
あ
い
講
演
会

渡
邉
さ
ん
町
会
行
事
に
参
加
を
！

１
月
24
日
、
東
中
学
校

（

校
長＝

安
部
正
幸
さ
ん
・
後

援
会
会
長＝

小
野
寺
勉
さ
ん）

は
、
後
援
会
と
生
徒
指
導
委

員
会
主
催
に
よ
る「

ふ
れ
あ

い
講
演
会」

を
開
催
し
た
。
　

大
東
町
会
長
の
渡
邉
秀
人

さ
ん
が
、「

地
域
社
会
と
の
つ

な
が
り
・
大
東
町
会
の
話」

と

題
し
て
講
演
さ
れ
た
。

校
長
だ
っ
た
渡
邉
さ
ん
は
、

「

皆
さ
ん
の
人
生
は
こ
れ
か

ら」

と
、
自
分
の
体
験
を
通

し
て
学
問
の
学
び
方
を
話
さ

れ
、
地
域
へ
の
貢
献
へ
と
続

け
、
ス
テ
ッ

ク
バ
ル
ー
ン
を

振
り
な
が
ら
た
た
ら
踊
り
を
、

ペ
ン
ラ
イ
ト
・
サ
イ
リ
ュ

ー

ム
を
回
し
て「

町
会
の
盆
踊

り
、
餅
つ
き
大
会
な
ど
に
参

加
し
て
ほ
し
い」

と
。
目
に

は
見
え
な
い
人
と
の
つ
な
が

り
が
大
切
。

元
気
が
一
番
・
笑
顔
が
一

番
と
熱
く
語
ら
れ
た
。

信
雄
さ
ん）

の「

作
品
展」

が

開
催
さ
れ
た
。

表
彰
式
に
は
瀬
戸
信
行
新

郷
支
所
長
、
熊
木
利
治
新
郷

公
民
館
長
等
来
賓
が
表
彰
状

を
渡
し
た
。

書
初
め
展
受
賞
者

▼
町
会
長
賞（

金
賞）

＝

山

下
ゆ
い（

小
６
・
蓮
沼）

▼

板
橋
智
之
県
議
会
議
員
賞＝

蓮
沼
莉
奈（

小
６
・
蓮
沼）

▼
飯
塚
孝
行
市
議
会
議
員

賞＝

西
村
紫
音（

小
５
・
周

事）
▼
新
郷
支
所
長
賞＝

鈴

木
唯
月（
小
４
・
周
事）

▼

新
郷
公
民
館
長
賞＝

中
村
真

澄（

小
４
・
峰
岸）
▼
新
郷

南
公
民
館
長
賞＝
香
山
恵
梨

花（

小
３
・
峰
岸）

▼
新
郷

新
聞
社
賞＝

܆
永
も
な
み（
小

２
・
曲
輪）

▼
子
供
会
会
長

賞＝

ガ
ル
シ
ア
想
仁
愛（

小

６
・
本
郷）

▼
文
化
厚
生
部

長
賞＝

都
築
結
愛（

小
１
・

周
事）

。

他
賞
省
略
。
　（

敬
称
略）

書
初
め
展
と
作
品
展

新
郷
新
聞
社
賞
に

杉
永
さ
ん

◇
第
３
回
終
活
無
料
相
談
会

◇
日＝

３
月
６
日（
水）

◇
時＝

１
部
14
時
～
15
時
半

２
部
　
16
時
～
17
時

◇
所＝

本
蓮
町
会
会
館

◇
問
０
３（

５
９
３
７）

１
３
４
８
　
桐
山
　
早
苗

新
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
初
打
ち
大
会

◆
男
子
一
般
▽
優
勝＝

柳
勝

治
▽
２
位＝

今
村
力
▽
３
位=

辰
野
悛
章
▽
ベ
ス
グ
ロ
賞＝

辰
野
悛
章
。

◆
男
子
シ
ニ
ア
▽
優
勝＝

高

木
国
男
▽
２
位＝

深
澤
忠
▽

３
位=

山
家
達
雄
▽
ベ
ス
グ
ロ

賞＝

高
木
国
男
。

◆
女
子
一
般
▽
優
勝＝

金
子

浩
子
▽
２
位＝

福
田
由
美
子

▽
３
位=

佐
久
間
真
理
子
▽
ベ

ス
グ
ロ
賞＝

増
島
順
子
。

◆
女
子
シ
ニ
ア
▽
優
勝＝

長

沼
サ
ト
子
▽
２
位＝

岡
本
美

津
子
▽
３
位=

山
田
美
智
子
▽

ベ
ス
グ
ロ
賞＝

福
田
一
子
。

（

敬
称
略）

１
月
号
名
刺
広
告
で
、
鈴

木
歳
男
さ
ん
の
区
画
整
理
審

議
会
会
長
を
削
除
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
現
在
会
長
は

石
塚
勝
春
さ
ん
で
し
た
。
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

１
月
号
の
、
新
堀
新
松
会

の
会
長＝

先
崎
隆
広
さ
ん
を

勝
明
さ
ん
に
訂
正
し
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
記
録

あ
と
が
き

イ
ベ
ン
ト
情
報

お
詫
び
と
訂
正

第
５
回
は
と
が
や
助
産
所

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

◇
日＝

４
月
６
日（

土）

◇
時＝

11
時
開
演

◇
所＝

鳩
ケ
谷
駅
市
民
セ
ン
タ
ー

◇
内
容＝

子
ど
も
と
一
緒
に

楽
し
め
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
中

心
、
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
、
情

熱
大
陸
、
メ
リ
ー
ポ
ピ
ン

ズ
メ
ド
レ
ー
他
　

◇
チ
ケ
ッ
ト＝

一
般
１
０
０
０
円

子
供
５
０
０
円

◇
問＝

助
産
所
０
４
８

（
２
８
４）

６
３
６
２

居
酒
屋
も
み
じ
２
月
15
日

で
１
周
年
！

「

新
郷
新
聞
見
た
！」

で

ド
リ
ン
ク
１
杯
サ
ー
ビ
ス

致
し
ま
す
！
　
２
月
末
ま
で
。

◇
電
０
４
８（

２
４
２）

３
８
５
８
　
も
み
じ

お
陰
様
で
１
周
年

献
血
の
お
知
ら
せ

◇
日＝

２
月
22
日（

金）

◇
時＝

９：

30
～
11：
00

◇
所＝

新
郷
公
民
館

◇
400
ml
献
血
に
ご
協
力
下
さ
い
。

新
郷
公
民
館

地
区
献
血
会


